
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【文化財概要】 

名称：菊水楼 

建築年代：旧本館 明治 24（1891）年 

 本館 明治 34(1901)年 2 月、 

表門 庭門 江戸時代（明治に移築） 

構造及び形式等：旧本館 木造 2 階建 

  瓦葺 建築面積 299 ㎡、本館 木造

3 階建 建築面積 293 ㎡ 

 表門 木造薬医門 瓦葺 間口 2.4m 

  庭門 木造薬医門 瓦葺 間口 1.9m 

登録基準：国土の歴史的景観に寄与

しているもの 

登録年月日：平成 12 年 12 月 4 日 

所在地：奈良市高畑町 1130 

改修歴：令和 2 年 旧本館、本館の屋

根瓦や高欄の修理、改修 

       きくすいろう 

文化財名：菊 水 楼 奈良の登録有形文化財シリーズ第 2 回は、品格ある料理旅館として長い

歴史を刻む「菊水楼」です。 

 

□ 建物の由来 

この建物は春日大社参道に面し、背後に荒池を望む景勝地に建ち、明治

時代から多くの賓客を迎えた格式あるたたずまいは、現在も変わりませ

ん。旧本館は、明治 24 年に建てられ、そこに増築する形で明治 34 年本館

が建てられました。表門、庭門は、圓成寺塔頭の門を明治時代に移築した

と伝えられています。 

 

□ 建築の特徴 

入母屋造り、桟瓦葺きで、旧本館は 2 階建て、本館は 3階建ての純和風

木造建築です。本館は、北から南に下る傾斜地に建てられているため、 

南から見ると、4 階建てとなる豪壮な建物です。正面玄関には、菊花をか

たどった丸窓や、菊水の彫刻を取り付けた天井板など、店名の菊水楼に相

応しい意匠が見られます。2 階、3 階にはぐるりと高欄がめぐり、側柱の

上の舟肘木が特徴的な外観を作っています。内部は設えが各室ごとに異な

っており、床の間、建具、金物など細部にまで拘った造りとなっています。 

                   表門は本瓦葺き、総欅造りで、

御扉は 2.2ｍ×1ｍの 1 枚板が使

われています。由緒ある寺から移

築されたとの伝承に相応しい風

格を持つ門です。 

庭門は、古写真によると檜皮葺

であったようですが、現在は瓦葺

きです。繊細な花座間のある桟唐

戸で、離れに向かう路地に設けら

れています。 

 

□ 登録の経緯 

 明治時代から長い歴史を持ち、三条通からの眺望が春日大社大鳥居前

の景観に欠くことのできないものとして、平成 12 年に国の登録有形文化

財に登録されました。 

令和 2 年に、登録有形文化財美観整備事業の補助を受け、高欄、屋根瓦

等の修理、小屋組み等の補強工事が行われました。 

  

【記：奈良ヘリテージ支援センター 山本規子】 
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登録有形文化財について 

登録有形文化財はどんな文化財？ 

登録有形文化財制度は平成8年（1996）に出来た新し

い制度で、背景にはバブル期（1986～1991）の古い建物

の喪失とバブル期後の低迷した社会、重ねて阪神淡路大

震災での建物の崩壊がありました。地域の風景は一変し

歴史的な建物は一度無くなると元に戻らないことを痛感

しました。文化財指定であれば補助金が出るが、地域で

親しまれた価値ある建物は無くなる運命にありました。 

そこで、50 年を経過した歴史的建造物のうち、 一定

の評価を得たものを文化財として登録し, 届出制という

緩やかな規制を通じて保存が図られ、 活用が促されるよ

うになりました。「登録」は、「指定」よりも規制が緩や

かなため、所有者の方が、自主的に文化財建造物を活用

しやすく守っていくことができる制度です。 

この頃から、建築界も新築から再生の仕事が増え、町

づくりの中に組み込まれ、地域での建築士の活躍が注目

されるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録有形文化財の登録にはまず建物が存在する市町村

の文化財を扱う課と県の文化財課に相談し進めて行きま

す。建物の歴史的背景、建築的価値などを調査し国に意

見具申を行い文化審査会の審議、決議を経て登録となり

ます。文化庁からの視察や審議会の時期により物件にも

よりますが登録までには2年程度かかることが多いです。 

 

登録の基準 

原則として建設後50年を経過したもののうち 

①国土の歴史的景観に寄与しているもの 

②造形の規範となっているもの 

③再現することが容易でないもの 

 

登録制度の対象となる建造物の種類 

建造物・・住宅 事務所 工場 社寺 公共建築 等 

土木構造物・・・橋 トンネル 水門 堤防 ダム等 

その他の工作物・・・煙突 塀 櫓 等 

 

登録有形文化財の件数 

全国14,616件（建造物）（令和8年1月1日現在） 

分類別では住宅が最も多く、宗教関係、産業3次と続き

県別では大阪（884件）兵庫（798件）京都（667件）と

関西勢が上位を占めています。奈良県は341件（94ヵ所） 

件数は建物単位で数え、一つの住宅に主屋、離れ、蔵

が登録された場合は3件。登録件数は全国で増え続け地

域の文化を掘り出すことに寄与しています。 

 

優遇処置  届け出 

〇保存活用に必要な修理等の設計監理料1/2を国が補助 

〇地方公共団体などの行う公開活用事業にかかる費用 

の1/2を国が補助 

〇相続財産評価額（土地を含む）を3/10控除 

〇家屋の固定資産税を1/2控除 

〇文化庁から管理修理に関する技術指導や助言を受けら 

れる 

〇観光拠点整備事業の「磨き上げ事業」の対象となり外 

観の改修に補助金が出る。地域の観光に寄与し地域の 

魅力を高めることが条件となる。（平成31年～） 

＊補助内容に関しては県又は市町村の文化財課等に確認 

すること。（文化庁のホームページも参照） 

また、屋根、外壁、間取りを変えるなど基本的に届 

出が必要であるが、内装に限定した改修や「通常望見 

できる範囲」の1/4以下であれば不要。 

 

活用事例 

登録有形文化財制度は建造物の活用が行われ易いこと

が特徴で、制度が浸透するにつれて様々な活用が広がっ

てきて、町づくりや地域活性化に役立っています。また、

制度が出来てから 30 年が経ち戦後の建物も対象となる

ことから著名な建築家の作品も登録され残る傾向にあり、

各時代の文化として建築の価値が評価されています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録文化財の登録はヘリテージマネージャーが担当す

ることが多いため信頼を得ています。士会の講習会に参

加しスキルを磨き実際に登録を経験し歴史的な建造物の

保存活用に関わることは、過去の建築技術に触れられる

と共に、地域への関心が深まります。 

【記：住まいまちづくり委員会 徳本雅代】 

杉山小児科医院診療棟   
大正（1912-1925） 
2006年 登録   
大和郡山市本町 
    （登録プレート） 
外観はハーフティンバースタイル 伝統的な
街並みにあってランドマーク的存在 

岡田家住宅 明治初期 奈良町の伝統的な町家 登録2014年 
町家の前部分で雑貨屋を開店。格子を反（かえ）して外と中が
つながる。 
店内は町家の構成を上手に活かしている。 雑貨屋「山笑う」 
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奈良県建築士会奈良支部主催 

 令和 7 年度 秋季交流会 
令和８年新年大交歓会の開催 

1月16日、恒例の新年大交歓会がホテルリガーレ春

日野にて開催されました。会には京都府建築士会山領

会長をはじめとする来賓の方々、会員、賛助会員など

約90名が出席しました。 

冒頭、中尾会長より参加者へ、日頃の多面的なご協

力に対する感謝の言葉とともに、今年度の士会活動の

報告および今後の事業への取組みについての挨拶が

ありました。各事業を通じ、脱炭素社会の実現、次世

代人材の育成、地域建築産業の活性化に貢献する決意

を熱く述べられました。 

具体的には、「歴史的建造物や町家の防災・空き家対

策、断熱と耐震改修を一体的に進め、安全・安心な活

用による持続可能なまちづくりと、災害時に迅速に対

応できる官民連携体制を構築」、「JR万葉まほろば線沿

線の集落・町並みをモデル地域とし、歴史的建造物保

存活用に向けた条例づくりの勉強会の実施」、「近畿建

築祭奈良大会の開催の準備協力および参加の呼びか

けと共にそれに向けた人材育成講座の実施」などが紹

介されました。あわせて、「委員会体制の再編による、

防災・景観・空き家・木のまちづくり・福祉分野を推

進すること」、「公共建築の木造化推進として全国植樹

祭お野立所デザイン提案への参画」、「県木造技術講習

の継続」、「学生インターンシップ事業」への取組みに

ついても触れられました。 

続いて、京都府建築士会の山領会長より来賓挨拶が

あり、その後、事務所協会中西会長による乾杯の御発

声で懇親会は始まりました。会場では、時間の許す限

り、参加者は属性を超えて交流を深め、大いに盛り上

がりました。最後は紀本副会長の三本締めで中締めと

なり、盛会のうちに閉会しました。 

【記：天理支部 庄田尚代】 

 11 月 28 日、奈良支部賛助会員様と奈良県建築士会

会員との秋季交流会を開催致しました。奈良支部の枠

を超えて、賛助会員様と建築士会会員との交流を深め

ることができないかと始めた企画ですが、この交流会

も今回で第三回目となりました。 

第一部のボーリング大会は、奈良ミ・ナーラにて開

催致しました。ボーリングは誰でも気軽に楽しめるス

ポーツだけあって、各レーン笑顔が絶えない、楽しい

ひと時となりました。ゲームに熱くなって普段仕事上

では見られない素顔を発見できたのではないでしょ

うか。(笑) 最高スコアは2ゲームトータル350点超

えとかなりの達人もいらっしゃいましたが、個人的に

は日頃の運動不足がたたり出だしでくじけてしまい、

残念ながら今年も商品ゲットならずでした。昨年は 3

ゲーム行いましたが、さすがに最終ゲームになると疲

労が見えましたので、今年は2ゲームとさせていただ

きました。スト

レス発散には

丁度良い、心地

よい汗をかけ

たように思い

ます。 

第二部は、奈良市大宮町の昭和酒場「大西」にて懇

親会を行いました。第二部からご参加いただいた方も

含め総勢 24 名と、過去最多人数での懇親会となりま

した。乾井支部長の挨拶から始まり、ボーリング大会

の表彰式や、賛助会員の皆様には自己紹介と各社のPR

を行っていただいたり、会話と笑いの絶えない賑やか

な会となりました。奈良支部では、この交流会を通し

て、普段なかなか関わる事ができない賛助会員の皆様

や、他支部の方との繋がりが深まるきっかけとなる事

を目指しておりますの

で、各所で会話が弾む様

子は、今後の建築業界の

元気にも繋がっている

ように感じました。 

賛助会員の皆様、建築士会会員の皆様には、お忙し

い中交流会に足を運んで下さりありがとうございま

した。次回はより多くの方に参加していただけるよう、

楽しい企画を考えて参りますので、今後とも宜しくお

願い致します。     【記：奈良支部 瓶割 環】 
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近畿あーきてくと Vol.33 

空家が動けば地域が変わる～空き家再生のリアルに迫る～ 

ヘリテージマネージャーのための 

「文化財建造物保存修理技術講習会」 

 

奈良県建築士会では文化庁の助成を受け、令和5年

度より主にヘリテージマネージャー向けの「文化財建

造物保存修理技術講習会」を3年間実施しました。概

要は「士会なら令和6年5月号」でも紹介しましたが、

カリキュラムは5日間、延べ25時間の講習です。 

令和7年度第1

回は橿原市今井

町「華甍」で、終

日講義、第2回は

同じく「華甍」で

講義と今井町の

まち歩きと共に、

重伝建地区内に

ある某物件を確

認し、その修理方針・修理計画・活用提案をまとめる

演習を行いました。第3回は桜井市の「ゲストハウス

和櫻」にて講義とまち歩き、レストランや宿泊施設に

活用されている国登録有形文化財や古民家カフェを

視察した後それらを管理・運営されている都市再生推

進法人桜井まちづくり㈱理事長より、リノベーション

事業等の説明を受

け、グループ討議

により改修方法や

法的問題点につい

て意見交換がなさ

れました。第 4 回

は五條市の五條新

町「まちなみ伝承

館」で NPO 法人大

和社中の理事長より重伝建と保存修理についての説

明とまち歩き、午後からは某物件の実測実習を行いま

した。グループ討議では、実測した物件の修理方法や

活用についての意見交換がなされました。第5回は興

福寺にて現在工

事中の五重塔修

理事業の概要の

説明と現場見学、

午後からはなら

まち花園町で古

民家宿泊施設を

運営されている

「西村邸」で講義

と改修についての説明を受けました。また、前回に実

測した五條新町の物件について、受講生個々に活用提

案の発表を行い、全行程を修了。3年間で延べ34名の

修了者が誕生しました。 

今後は修了された皆様が、伝統的建造物等の保存修

理事業の業務に携わる専門家としてご活躍頂くこと

をご期待致します。 

【記：奈良ヘリテージ支援センター 紀本澄男】 

1月24日、大阪

市城東区蒲生四丁

目（通称「がもよ

ん」）エリアにて、

空き家再生をテー

マとした近畿建築

士会協議会青年部

会が主催の『近畿

あーきてくと』に

参加してまいりま

した。 

 

午前は街歩きとして、空き家を活用した飲食店や改

修事例を見学しました。築年数を重ねた長屋や蔵を再

生し、新たな用途を与えることで、まちに賑わいと回

遊性が生まれている様子を実地で体感することがで

きました。単体の建築再生にとどまらず、エリア全体

を視野に入れた段階的な取り組みが、地域ブランドを

形成している点が非常に印象的でした。 

午後の講演会およびトークセッションでは、一般社

団法人がもよんにぎわいプロジェクト代表理事 和田

欣也氏、NPO 法人空き家コンシェルジュ 有江正太氏、

一般社団法人ちはやあかさかくらす代表理事 田中力

哉氏をお迎えし、それぞれの実践事例と課題、そして

事業として継続させるための視点についてご講演い

ただきました。 

空き家再生は、単なる建築行為ではなく、地域経済・

コミュニティ形成・行政連携を含めた総合的な取り組

みであることが示されました。また、「空き家は地域に

眠る資源である」という共通のメッセージは、建築士

としての職能の可能性を再認識させるものでした。 

本事業を通じて、建築士が地域にどのように関わり、

持続可能なまちづくりに貢献できるのかを改めて考

える機会となりました。 

【記：青年委員会 塚本將貴】 

興福寺修理研修風景 

華甍での講義風景 

国登録有形文化財 旧吉野銀行 
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第 12 回近畿の魅力ある 

和の空間巡行 in 京都 

第４３回近畿建築祭 

「奈良大会」開催告知 

1 月 24 日、近建女（近畿建築士会協議会女性部会）

事業として、京都府乙訓郡大山崎町にある「聴竹居

CHOCHIKUKYO」を見学しました。聴竹居は、建築家・藤

井厚二氏が昭和 3 年に建てた自邸で、約 12,000 坪の

敷地に環境共生の思想を反映させ、試行錯誤の末に完

成した 5 番目の住宅です。平成 29 年には国の重要文

化財に指定されています。当日は近建女のメンバー24

名が参加し、竹中工務店・聴竹居倶楽部の松隈章氏に

ご案内いただきました。聴竹居は 2016 年より竹中工

務店が所有し、災害復旧および保存修理を経て、2023

年に竣工当時、95年前の姿に復原されたとのことです。

天王山を背に静かに佇む姿は凛として美しく、随所に

施されたディテールに心を打たれました。写真はたく

さん撮影しましたが、都合により掲載できません。文

章では伝えきれない空気感は、ぜひ現地で体感してい

ただきたいと思います。（聴竹居の見学予約は公式Web

サイトからできます） 

以下、各建物について一言ずつ記します。 

 「閑室」は、藤井氏が思索に耽るための仕事場空間

で、家具や照明に至るまで自ら設計されています。 

奉書紙を5枚重ねた太鼓張りの壁や床下から空気を取

り入れ小屋組みへと抜く「クールチューブ」による換

気システムから、建築を「身体」に近い存在として捉

えていた藤井氏の思想を学びました。 

 大きな窓を備えた開放的な「茶室」では、藤井氏の

茶名が「聴竹居」であったことや、建具にガラスをは

めず、水音や周囲の気配を取り込む工夫など、音まで

も設計対象としていた姿勢が感じられました。 

「本屋」では、内開きドアの玄関ホールや椅子座の

応接間に暮らしの所作が丁寧に読み取れます。三方を

横連窓に囲まれた縁側の圧倒的な開放感、戸先や戸尻

の細工、一枚板の床材など、細部の一つひとつが、現

代の私たちに多くの学びを与えてくれました。  

【記：女性委員会 庄田尚代】 

 

平素は奈良県建築士会の活動にご協力・ご尽力いた

だき、誠にありがとうございます。 

さて、令和8年11月28日（土）に奈良県桜井市三

輪を舞台に、「第43回近畿建築祭 奈良大会」を開催

させていただきます。 

本大会は「ヤマトの歴史と文化を知っていただき、

縁結びの神が宿る地、三輪で交流を深めましょう！」

をコンセプトに開催致します。 

午前中は大会式典、午後からは交流会とエクスカー

ションという流れを予定しております。 

その中でも、「交流会」という今までにないスタイルで

の開催を考えておりますので、かなりの人数の奈良県

建築士会会員の皆様にお手伝いしていただかなくて

はならないと予想しております。 

近畿建築祭は全体事業でもありますので、奈良県建

築士会が一丸となって作り上げていく必要があると

考えております。また、近畿の建築士会は「近畿はひ

とつ！」をスローガンに活動しております。皆様には

大変ご苦労をお掛けするとは存じますが、本大会の成

功のために更なるご尽力の程、宜しくお願い申し上げ

ます。 

以下、大会概要となっております。ご一読ください。 

 

【大会名】 第43回近畿建築祭「奈良大会」 

【大会コンセプト】 

「ヤマトの歴史と文化を知っていただき、縁結び 

の神が宿る地、三輪で交流を深めましょう！」 

【大会テーマ】 

「やまとはくにのまほろば～はじまりの地 

“三輪”で縁結び～」 

【大会カラー】蘇芳色（すおういろ）：奈良県の県章 

（シンボルマーク）にも採用されている色です。 

【大会概要】 

開催日 ：令和8年11月28日（土） 

会 場 ：三輪山会館  

参加対象：近畿二府四県の建築士会会員、奈良県 

建築士会参与/賛助会員様 

【大会スケジュール】 

第一部：大会式典 

第二部：交流会 

第三部：エクスカーション 

【参加人数】 

第一部・第二部共：約300名  

第三部：約200名 

 

 【記：第43回近建祭奈良大会実行委員長 坂本慎二】 



 
■ S H I K A I  N A R A  2 0 2 6 ． 0 3         - 6 -  

お知らせ 

●令和7年度の受賞者のご紹介 
旭日小綬章      甲村 侑男（高田支部） 
旭日双光章      中本 明  （高田支部） 

西峯 隆司（宇陀支部） 
日本建築士会連合会表彰 
会長表彰     溜谷 剛 （天理支部） 
        東  康朝（五條支部） 

伝統技能者     平川 善久（天理支部） 
 

●令和8年度通常総会の日程（予定） 
 開催日：令和8年5月22日（金） 
 会 場：ホテルリガーレ春日野 
 

●合格おめでとうございます（奈良県） 
 令和7年一級建築士試験 合格者数 30名 
     二級建築士試験 合格者数 55名 
     木造建築士試験 合格者数  2名 
●入会 

木村 吉成 様（奈良支部） 

餅井 博雄 様（奈良支部） 

   尾藤 德和 様（高田支部） 

よろしくお願いします。 

●奈良県建築士会会員向けメール配信 

サービス。まだの方ご登録ください→ 

 

編集後記           『読者アンケートへご協力を』 

 前回2026年1月号から、表紙デザインをリニューアル

いたしましたが、いかがでしたか？ 実は、もう一つの

変化として、お知らせページに、「士会奈良に関するアン

ケートフォーム」を掲載していました。お気づきになっ

たでしょうか？ すでに数名の皆様から貴重なご意見・

ご感想をいただきまして、ありがとうございました。 

このアンケートでは、建築士会会員の皆様が自ら声を

上げていただくことで、「士會奈良」をより魅力的なもの

にする狙いがあります。どのようなことでも結構ですの

で、お気づきの点やご要望など、右の二次元コードを読

み込んで、ご回答いただけますと幸いです。  

「士會奈良」へのご意見・ご感想フォームはこちら 

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓ 

 
匿名での回答が可能ですので、お気軽にご記入ください

【記:情報・広報委員 本多健一】 
 

3月 
6日（金）歴史的建造物災害対応講習会 
18日（水）令和7年度第6回理事会 4月 

１日（水）建築物省エネ法改正 
 

 

士 會 奈 良  
通巻666号 

令和8年3月1日（発行隔月1回１日発行） 情報・広報委員会 

発 行 所 
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